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身近な環境における持続可能な社会のための環境教育
――子どものリサイクル意識を育てるための試み――
Education for Sustainable Development in a Familiar Environment
――An Attempt to Nurture Childrens Recycling Awareness ――
中 川 香 子＊
要 約
平成29年度告示の幼稚園教育要領、保育所保育指針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領の「環
境」のねらいには、自然に興味や関心をもつことや、身近な環境に自分から関わりそれを生活に取り
入れようとすることなどが示されている。本研究では、それらのねらいに繋がる環境教育の一環とし
て、地域のゴミステーションにユニークなシンボルマークを設置し、子どものリサイクル意識を育て
る試みを行った。その地域で行われた行事への参加やアンケート調査等を通して、ほとんどの子ども
がゴミステーションに対して親しみをもち、ごみを出したり掃除を手伝ったりして施設の利用や維持
に関わっていることが分かった。またそこは、地域のリサイクル活動の拠点ともなっており、子ども
も保護者といっしょに参加していた。さらに、子どもたちは、自分たちの遊びや自転車置き場として
も活用していることが分かった。これらのことから、シンボルマークの設置という試みが、子どもの
ゴミステーションへの愛着を生むきっかけとなり、リサイクル意識の芽生えに役立っていると考
えた。
キーワード：持続可能な開発のための環境教育、地域におけるゴミステーション、
子どものリサイクル意識の育成
はじめに
我が国においても、また国際社会においても様々
な環境問題をかかえている今日、持続可能な発展が
できる社会の構築は重要な課題となっている。この
ためには、幼児期からの持続可能な開発のための教
育（ESD／Education for Sustainable Development)1)
が必要である。SEDは、持続可能な開発を実現す
るために発想し行動できる人材を育成する教育であ
り、それには、教育・保育の現場や家庭、地域が連
携し、子どもが知識のみならず体験的な活動を通し
て環境への理解と関心を深めながら、具体的な行動
に結びつけていく実践力を身につけていくことが肝
要である。
幼稚園や保育所、認定こども園における環境教育
は、生活や遊びの中で自然に親しんだり、身近な環
境に興味や関心をもちそれに働きかけたり、人やも
のとの関わりを深め共に生活することを楽しんだり
することが基本であり、これらの経験は、直接的・
具体的な体験を通して行われることが望ましい。ま
た、小学校では、子どもたちがみずから環境に働き
かけ、考え、行動化していく過程を重視し、環境問
題について学び、考え、自主的・積極的に環境保全
活動にとりくんでいくことができるよう各教科にお
いてそれぞれ指導内容が示されている。自然環境の
保護、資源の有効利用、自然をはじめ身の回りの環
境に対する感性の育成など、その内容は多岐にわた
るが、リサイクルもその中の一つである。
筆者は、子どもが、生活のなかで身近に接する地
域のゴミステーションとの関わりのなかで、リサイ
クルに対する意識を育てていくことができるのでは
ないかと考えた。そこで、ゴミステーションにユ
ニークなシンボルマークをつけることから活動をス
タートさせ、地域の行事への参加やアンケート調査
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1）SEDは1992年の地球サミットにその起源が求められ、そこには環境教育に加えて、貧困や人口、健康、食糧などを
メインテーマとする開発教育、さらに人権教育や平和教育も含まれている。2002年のヨハネスブルグで開かれた「持
続可能な開発に関する世界首脳会議」では、2005年からの10年間を「国連・持続可能な開発のための教育（ESD）の
10年」とすることが提唱された。
等を行った。本研究は、そのような活動を通して、
子どものリサイクル意識を育成することを目的とす
るものである。
Ⅰ 活動方法
活動場所：神戸市の南西に位置するＭ地区は、一戸
建て約110戸からなるニュータウンであ
る。この地区は高台に位置し、交通量も
少なく、歩道の幅も広くてゆったりとし
ており、子どもが生活するには適してい
るといえる。地区内にあるカ所のゴミ
ステーションもゆとりのある設計になっ
ており、そこに写真のようなシンボル
マークを設置した。
シンボルマーク制作者：青山裕次／ロートアイアン
作家
シンボルマーク：名称「リサイクル」。ゴミステー
ションの上部に、幅m・高さmのシ
ンボルマークを設置した。デザインの意
図は、廃棄物や不用物を回収・再生し、
再資源化、再利用することを意味するリ
サイクル／recycle の cycle と自転車を
引っ掛けて「Ｒ」と「自転車」で構成し
た。（写真）
活動期間：2013年10月〜2014年12月
活動対象：小学生を中心とする子ども約60人（表）
活動内容：（1) 2013年10月から1014年月にかけ
て、カ所のゴミステーションに上
記のシンボルマークを設置した。
（2) 2014年10月18日にゴミステーション
近くの公園で行われたハロウィン祭
でイベントの一つとしてコーナーを
設け、「リサイクル」についての質
問を行った。質問に答えてくれた子
どもには、プレゼントが当たる抽選
を行った。また、ゴミステーション
と子どもの関わりを観察するととも
に、彼らへのインタビューも行っ
た。
（3) 2014年12月24日にＭ地区全戸にアン
ケートを配布し、子ども自身による
記入後、回収場所に持参してもらっ
た。
Ⅱ アンケート結果
予備調査的に、2014年10月のハロウィン祭では
コーナーを設け、チラシに印刷した「リサイクル」
の写真を見てもらい、ゲーム的にその名前と場所を
尋ねた。正解者には抽選でプレゼントを進呈した。
2014年の夏までには、Ｍ地区の新築住宅の販売がほ
ぼ完了しており、子どもたちは日々の生活のなかで
「リサイクル」に接していたため、ほとんどの子ど
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年生
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【表 アンケート対象】
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【写真 ゴミステーションに設置したシンボルマーク「リサイクル」】
もが名前や場所を認識していることが分かった。ア
ンケートの内容については以下に示す通りである。
「みんなの町で見かけたこのマーク。いったい
どこにあるのかな？ そして何と読むのかな？
（漢字のふりがなは省略）」
2014年12月には、「リサイクル」のイメージや子
どもたちの「リサイクル」との関わり等について尋
ねるアンケートを実施した。この地区にはまだ自治
会が発足しておらず、また、個人情報保護の観点か
ら各家庭の子どもに関する情報が得られなかったの
で、全戸にアンケート依頼文とアンケート（無記名）
を配布した。アンケートは、子どもが関心をもって
くれるように人気キャラクターの絵や言い回し等を
用いて、できるだけ楽しい内容になるよう工夫し
た。また、漢字にはすべてふりがなをつけた。回収
場所は住宅販売センターに設置した回収箱とし、そ
の日のうちに子ども自身に持参してもらった。
対象は字の読み書きができる小学生としたが、兄
や姉といっしょに幼稚園の子どもも名参加してい
る。Ｍ地における小学生の人数が把握できないの
で、アンケートの回収率を数値では示せないが、子
どもの興味を引くような楽しいデザインにしたこと
もあってか、彼らの反応はよかったと感じている。
アンケートでは、「リサイクル」に対する印象や関
心、生活の中での関わり等について、以下の項目
によって尋ねた。アンケート中の言葉については、
子どもが理解しやすく、日常的に使用しているよう
なものを選んだ。（漢字のふりがなはすべて省略）
 「リサイクル」を知っている？
知っている 知らない
 「リサイクル」をどう思う？（以下から選択、
複数回答可）
たのしい、おもしろい、かわいい、おしゃ
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【写真 公園に隣接するゴミステーション】
【写真 ハロウィン祭りでのアンケート調査の様子】
れ、ふつう、カッコわるい、ぶさいく、か
わっている
 家族や友だちと「リサイクル」のことを話し
たことがある？
ある ない
（「ある」と答えた人の内容については自由
記述）
 「リサイクル」にゴミを出しに行ったことが
ある？
ある ない
 ゴミをだすためだけじゃなくて「リサイク
ル」に行ったことがある？
ある ない
（「ある」と答えた人の内容については自由
記述）
アンケートに対する回答の結果は表に示す通り
である。
地域のハロウィン祭のときのゲームで予想してい
た通りに、「リサイクル」については、幼稚園児を
含むほとんどの子どもが知っていると答えた（質
問）。
質問の「リサイクル」をどう思うかについては、
「たのしい」「おもしろい」「おしゃれ」「かわいい」
等の好印象をもつ子どもが34名（70％）いた。「カッ
コわるい」「ぶさいく」等の悪い印象の子どもは
名であり、子どもたちは地域のゴミステーションに
設置されているこのシンボルに対して、おおむねよ
いイメージをもっていると思われた。
質問「リサイクル」のことを身近な人と話題に
することがあると答えた子どもは全体の約40％であ
り、半数以上の子どもが、日常的には家族や友人と
話題にするまでの関心をもっていないと思われる。
回答では、ゴミステーションの「リサイクル」と一
般的なリサイクルを混同して答えている子どもがほ
とんどであった。話したことがあると答えた子ども
の記述については、〈自由記述〉に記す。
質問の「リサイクル」にごみを出しに言ったこ
とのある子どもは37名（80％）で、年生以上の子
どもたちのほとんどがその経験をもっていた。この
ことから、ゴミを出すことは大人だけの仕事ではな
く、子どもたちも手伝いとして日頃から行っている
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年生
無回答
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【表 アンケート結果】
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ことがわかる。
質問のごみを出す以外で「リサイクル」に行っ
たことがあると答えた子どもは、全体の約半数で
あった。ここでも、自由記述の内容から、ゴミス
テーションの「リサイクル」と一般的なリサイクル
（活動）を混同している子どもがいた。
＜自由記述＞
質問 家族やともだちと「リサイクル」のことを
話したことがある？
・ごみをもういっかいつかう／年生
・りさいくるっていいよね／年生
・リサイクルってどう思うか／年生
・みどり色のカーテンが、いつついたか、なんで
なったのか／年生
・そのままではゴミだけど、リサイクルセンターで
形をかえて、やくだつものにつくりかえられるこ
と／年生
・ペットボトルがふく（服）になるはなし／年生
・ふく（服）をうったりかったりしている／年生
・「リサイクル」っていうのができたんだってといっ
た／年生
・（リサイクルについて）どう思うか／年生
・Ｒ／年生
質問 ゴミを出すためじゃなくて「リサイクル」
に行ったことがある？
・しんぶんすてた／幼稚園
・まつりの時／幼稚園
・ごみをすてる／幼稚園
・ふくうり（服売り）／不明
・ごみをだす／年生
・ごみをもういっかい（一回）つかう／年生
・しんぶんをおみせにもっていった／年生
・（シンボルマークがついて）かわっていた／年
生
・しんぶんをリサイクルしに行った／年生
・じてん車（シンボルマーク）がかわっているかみ
にいくため／年生
・じてん車（シンボルマーク）がついているときい
てみにいった／年生
・ごみをだしに／年生
・ゴミステーションの中にあるどんぐりをとりに／
年生
・公園に行った／年生
・ふく（服）をうりにいった／年生
・とけいをかった／年生
・みどりのカーテンをしめにいったことならある／
年生
・スーパーにペットボトルなどを出しに行った／
年生
・スーパーにペットボトルを出しに行った／年生
・かわったか（シンボルマークの設置によって変
わったか）みにいった／年生
・そうじをしに行った／年生
Ⅲ 考察
平成29年告示の幼稚園教育要領や保育所保育指
針、幼保連携型認定こども園教育・保育要領（以下、
教育要領、保育指針、教育・保育要領と略す）に示
されている「幼児期の終わりまでに育ってほしい
姿」の10項目の中には、以下の項目がある。
「（5）社会生活とのかかわり」
家族を大切にしようとする気持ちをもつととも
に、地域の身近な人と触れ合う中で、人との様々な
関わり方に気付き、相手の気持ちを考えて関わり、
自分が役に立つ喜びを感じ、地域に親しみをもつよ
うになる。また、幼稚園内外の様々な環境に関わる
中で、遊びや生活に必要な情報を取り入れ、情報に
基づき判断したり、情報を伝え合ったり、活用した
りするなど、情報を役立てながら活動するようにな
るとともに、公共の施設を大切に利用するなどし
て、社会とのつながりなどを意識するようになる。
乳幼児の場合は、家族や地域という身近な社会に
親しむことから日々の生活に必要な人との関係や生
活の技術、情報などを得ていく。地域のゴミステー
ションは、人々の生活に欠かせない公共の施設であ
り、子どもにとっては身近な環境の一つである。子
どもが日々の生活の中でそれらと関わりながら、ご
みを出すことを通してルールやマナーを学び、地域
の中で生活していくことへの意識をもつようになる
と考える。
保育指針と教育・保育要領の歳から歳未満児
の領域「環境」におけるねらいの項目の中には、
以下のことがあげられている。
・身近な環境に親しみ、触れ合う中で、様々なもの
に興味や関心をもつ。
・様々なものに関わる中で、発見を楽しんだり、考
身近な環境における持続可能な社会のための環境教育 ― 43 ―
えたりしようとする。
子どもにとって毎日のように目にするゴミステー
ションは身近な環境であり、保護者がごみを出しに
行くのについて行ったりするなかで、その場所に親
しむことができると思われる。ゴミステーションに
設置されたシンボルマークを発見することが身近な
環境に興味をもつことにつながり、日々の生活の中
でごみを出すことやリサイクルに関心をもつきっか
けとなるのではないかと考える。
教育要領や保育指針、教育・保育要領の歳以上
のねらいの項目の中には、以下のことがあげられ
ている。
・身近な環境に自分から関わり、発見を楽しんだり、
考えたりし、それを生活に取り入れようとする。
今回設置したゴミステーションのシンボルマーク
は、子どももよく知っており、おおむね好い印象を
もっていることが分かった。歳以上ともなれば、
家族の人といっしょにごみを出しにいったり、掃除
をしに行ったりする機会もふえてくる。そのような
経験を通して、ゴミステーションのシンボルに興味
をもったり、ごみを分別することに気付いたり、公
共の施設の使い方について考えたりするようになる
だろう。
小学校では、学年から生活科で環境教育につい
て学び始める。平成29年告示の学習指導要領には、
この教科の学年及び学年の目標の一つとして、
以下のことがあげられている。
・学校、家庭及び地域の生活に関わることを通して、
自分と身近な人々、社会及び自然との関わりにつ
いて考えることができ、それらのよさやすばらし
さ、自分との関わりに気付き、地域に愛着をもち
自然を大切にしたり、集団や社会の一員として安
全で適切な行動をしたりするようにする。
今回の教育要領等や学習指導要領の改訂では、幼
稚園・保育所・認定こども園と小・中学校に教育の
一貫性をもたせるために、それらの連携・接続が重
要視されている。そこで、小学校では、乳幼児期に
培われた身近な環境への好奇心や探究心を引き継
ぎ、環境を感受する能力や自然、地域社会などの環
境への関心を育て、それらに主体的にかかわる態度
を育てていくことが望まれる。小学生になれば、一
人でごみを出しに行ったりすることで、自分からゴ
ミステーションに関わることができるようになって
いく。そのような具体的な行動を通して、ごみを出
すことについてのマナーやルールが身につき、ごみ
の分別について理解するようになり、身近な環境を
大切にする気持ちも育っていくだろう。また、地域
の「リサイクル」に関する行事のときにもゴミス
テーションが利用されているようなので、そのよう
な活動を通して、リサイクルへの関心やものを大切
にして環境を守っていく意識も芽生えてくると考え
られる。
環境教育における本格的な学習が始まる、学
年では、彼らが生活する「地域」における環境・共
生・有限性・保全の各視点から学習を行う。それら
には、「資源の循環、自然や生命の尊重、生態系の
保全、異文化の理解、共生社会の実現、資源の有限
性、エネルギーの利用、生活様式の見直し｣2) など
が含まれる。、学年では、社会科や理科で環境
教育について学ぶ。、学年は家庭科が中心とい
えるが、体育科や道徳、総合的な学習においてもそ
れぞれの内容が学習指導要領に示されている。本活
動を行った神戸市では、環境局が小学校中学年社会
科の副教材として『くらしとごみ』を作成し、学
年に配布している。この教材を通して、子どもにご
みと資源について考え、ごみの出し方のルールを守
ることやごみの減量に努めること、リサイクルへの
取り組みへの実践を呼びかけている。また、ごみの
処理をする施設やその仕事についても学び、それら
の学習が美しいまちづくりの実践に役立つことを目
指している。
本活動と関係する廃棄物の処理やリサイクルにつ
いて、子どもたちは主に社会科や家庭科で学習して
いる。アンケート結果では、「リサイクル」を話題
にしたことのある子どもは学年以上に多い傾向が
みられた（質問）。ゴミを出しに行ったことのあ
る子どもは学年から増えており（質問）、日々
の生活の中でのゴミステーションと子どもの関わり
はリサイクル意識の芽生えにとって大切であると考
える。
また、アンケート項目の自由記述には、「リサ
イクル」の掃除や網のカーテンを閉めに行った経験
も書かれていた。このようにゴミステーションにユ
ニークなシンボルマークがつくことによってその場
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所への愛着が生まれ、たんに、ゴミを捨てる場所＝
汚い場所というイメージではなく、その場所をみん
なで清潔に維持し、家庭のゴミを減らし、物を大切
にする等の気持ちを育てることに役立つのではない
かと考える。アンケートに答えてくれた幼稚園児に
は、ごみや新聞を「すてる」という表現があったが、
小学生では「だす」という表現に変わっており、こ
のような言葉の変化にもゴミステーションの役割と
ごみの処理やリサイクルへの意識が育っていること
がうかがえる。
「リサイクル」を一般的な概念や活動と勘違いし
て、「服を買いに行った」「時計を買った」「ごみを
もう一回つかう」等の記述がみられたこともリサイ
クルへの意識が育ってきていることの表れであろ
う。「シンボルマークが取り付けられたのを見に
行った」等と書いた子どもがいたことから、そのデ
ザインにも関心がもたれたりしていると感じた。さ
らに、「ゴミステーションに落ちているドングリを
拾いに行った」という記述があったり、ハロウィン
祭では「遊びにきたときに自転車を置く」と話して
くれたりした子どももおり、「リサイクル」が子ど
もにとってごみ置き場としてだけでなく、彼らの遊
びや生活にも活用されていることが分かった。それ
は、このゴミステーションの大きさや地域の人々に
よってきれいに維持されていることも関係している
と思われる。
これらのことから、地域のゴミステーションが、
子どもたちにとって使いやすく、また、関わりや親
しみをもちやすい場所であることが望ましいと思わ
れた。
Ⅳ おわりに
持続可能な社会を実現するためには、幼児期から
の教育が重要である。環境教育には様々な方法があ
るが、子どもが生活する地域におけるゴミステー
ションは、身近で具体的な環境教育に役立つものの
一つであるといえよう。一般的に言うリサイクルに
は、以下の三つのことが含まれており「Ｒ」と呼
ばれる。アンケートの小学校高学年の回答にもこの
用語が用いられていたが、環境教育を通して得た知
識が日常生活の中に生きていることが分かる。
Reduce 無駄なごみの量をできるだけ少な
くすること
Reuse 一度使ったものをごみにしないで
何度も使うこと
Recycle 使い終わったものをもう一度資源
に戻して品を作ること
Ｒ以外には以下の二つのＲがあり、上記を含めて
Ｒと呼ばれる。
Refuse いらないものは断る
Repair 壊れたものは修理する
子どもたちはゴミステーションを利用するなか
で、ごみの量を少なくすることを考えながら生活す
ること、ごみを資源として再利用すること、ものを
大切に使うことなどについて、小さい頃から学んで
いくことができる。そして、そのような生活をする
ことが、資源を大切にしながら自分たちの暮らす環
境を守っていくことだということに気付くようにな
身近な環境における持続可能な社会のための環境教育 ― 45 ―
【写真 ゴミステーションに自転車を置いて遊ぶ子どもたち】
る。また、ごみを出したり掃除をしたりすることに
よって、公共の施設を使用する際のルールやマナー
を体験的に学び、さらに、資源や施設などの「もの」
を大切にすることについても学習する機会になる。
一般的に、町内やマンション等に設置されたゴミス
テーションは、機能性を優先して設計されており、
デザイン性が重視されているものはほとんどない。
しかし子どもたちは、きれいなものやおもしろいも
の、楽しいものが大好きだ。本研究のように、ユ
ニークなシンボルマークを設置することによって、
子どもが地域内のゴミステーションに親しみをもち
ながら関わり、リサイクル意識の芽生えを育むこと
ができるのではないかと考える。
もしもわたしが、すべての子どもの成長を見守る
善良な妖精に話しかける力をもっているとしたら、
世界中の子どもに、生涯消えることのない「セン
ス・オブ・ワンダー＝神秘さや不思議さに目を見は
る感性」を授けてほしいとたのむでしょう。（レイ
チェル・カーソン)3)
このレイチェル・カーソンの言葉は、次のような
ことを私たちに教えてくれる。環境教育にとって
もっとも大切なものは、自分たちの生活する世界に
対するみずみずしい感性であり、子どもがその感性
を鈍らせたり、歪めたりすることなくもち続けるこ
とができるようにすることであると。すなわち環境
教育は、心の教育なのである。本研究におけるユ
ニークなシンボルマークのあるゴミステーション
が、子どもたちの生活や遊びに溶け込み、彼らにい
ろいろな場面を提供しながら、リサイクル意識を育
てることに役立つのではないかと考える。
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